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研究成果の概要（和文）： 

本研究の目的は、小学校１年生から６年生の生徒が最低限学ぶ項目を組み込み、かつ、教科の

時間に学ぶことができる「全国統一の防災教育のカリキュラム作成とそれに基づいた教材作成」

を行うことである。そのために、全国の防災教育事例（地域特性と防災教育の実態把握を中心

に）の調査、学校の教科教育の実態調査を行い、防災教育のカリキュラムとそれに基づいた教

材が完成した。 

 

研究成果の概要（英文）： 

The purpose of this research is creating original disaster reduction education curriculum 

and teaching materials during coursework in elementary school. To gathering idea for 

original curriculum and teaching materials, the researcher conducted field research to 

City Board of Education, prefectural education board, some schools that already start 

their original disaster reduction education curriculum, and the Disaster Reduction and 

Human Renovation Institution. After the east Japan earthquake disaster had occurred, the 

researcher also conducted field research to the disaster affected area. Through these 

researches, the original disaster reduction education curriculum and teaching materials 

during coursework in Elementary school is created.  
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研究分野：社会科学 
科研費の分科・細目：教育学・教科教育学 
キーワード：(1)    防災教育      (2)     教科教育                 (3)   教材             

  (4)    阪神・淡路大震災         (5)     地震災害                 (6)   津波災害           

  (7)    火山災害                 (8)     語り継ぎ                
 
１．研究開始当初の背景 
日本はその地理的条件から、全国において

様々な災害が発生する。防災教育は、特に、

阪神・淡路大震災が大きな転換期となり、国、

地方公共団体、学校をはじめ地域社会、防災

関連施設等が中心となりいろいろな場所で

行われてきた。2005 年ころからは、防災教育

のベースとなる知識・技術等が概ね顔を揃え、

かつ、それらを個別に学習する教育素材、あ

るいは、総合的に学習するための教育プログ

ラムも、教科横断的なもの、視聴覚教材を導

入したもの、参加・体験型のもの、地域社会

と連携したものなど、多彩なラインアップが

あり、すでにさまざまなプログラムが出そろ

っているとの指摘もある（「夢みる防災教

育」,2007）。 

このように少しずつ防災教育のプログラ

ムや実施の場が増加している一方、地域や学

校によってその実施、内容に差があるのも現

状である。防災教育の実施は、各自治体や学

校の判断にゆだねられているため、大災害を

経験している神戸市などと、経験がない地域

との間では温度差があることや、約４割の自

治体が、防災に関する授業時間を確保できな

いこと、授業時間が足りないことを「課題」

として挙げている（読売新聞 2008 年 1 月 16

日） 

この原因として、以下の 3点が考えられる。 

① 防災教育は全国統一の指導要領がない

ため、学習内容が明確でない 

② 阪神・淡路大震災以降急速に発達したた

め、教師にも教える経験がない 

③ 学校では「防災」を教える時間が明確に

設けられていない 

しかし、日本では全国において災害の被害

に遭う可能性があり、特に、近い将来、東海

地震、東南海・南海地震のような大規模かつ

広域的被害の災害が発生することが懸念さ

れている。また、地震や津波に限らず水害、

土砂災害、火山災害などといった災害に脆弱

な地域もある。このような日本の地理的条件

を考えると、自然現象を正しく理解し、災害

と共生していく考え方や互助の精神を学ぶ

「防災教育」は、全国民が最低限の知識とし

て持っておく必要があり、早急に整備すべき

課題と考える。 

 
２．研究の目的 

本研究の目的は、小学校１年生から６年生

の生徒が最低限学ぶ項目を組み込み、かつ、

教科の時間に学ぶことができる「全国統一の

防災教育のカリキュラム作成とそれに基づ

いた教材作成」を行うことである。これによ

り、先にあげた 3点の問題を解決することを

目指す。 

本研究では学校における「教科」の時間に

適応可能な教材とカリキュラムを作成する

ことによりこの問題（上記③）を解決する。

また、防災教育を行うための具体的な指導案



と教材を作成することにより、上記①と②の

問題を解決する。 

 

３．研究の方法 
本研究の最終目的は、小学生が最低限学ぶ

項目を組み込み、かつ、教科の時間に学ぶこ

とができる「全国統一の防災教育のカリキュ

ラム作成とそれに基づいた教材作成」を行う

ことである。研究期間内には、以下の手順で

研究を進めていった。 

① 質問紙調査及びインタビュー調査によ

る情報収集 

② 発達段階を考慮した防災教育カリキュ

ラムの検討 

③ 各学年の各教科との結びつきを考え、

45 分単位の指導案、教材の作成 

④ 作成したカリキュラム、教材の監修 

⑤ 小学校 1 年生から 6 年生まで一貫性の

ある防災教育カリキュラムと教材の完

成 

 
４．研究成果 

本研究の最終目的は、小学校１年生から６

年生の生徒が最低限学ぶ項目を組み込み、か

つ、教科の時間に学ぶことができる「全国統

一の防災教育のカリキュラム作成とそれに基

づいた教材作成」を行うことであった。その

ために、全国の防災教育事例調査（県市教育

委員会、防災教育チャレンジプラン実践校、

ぼうさい甲子園表彰校、人と防災未来センタ

ーなど）を中心に行ってきた。その際に、地

震災害だけでなく火山や津波などの災害につ

いて常襲地域ではどのように教育が行われて

いるのかの実態調査を行い、地域特性と防災

教育の実態把握を調査した。また、研究途中

で東日本大震災（2011年3月11日）が発生した

ため、途中からは特に被災地の学校の現状調

査、被災地での防災教育を中心に調査を進め

た。 

全国の防災教育を眺めると、地域による災

害特性の違いによる防災教育の違いだけでな

く、過去の被災地（現代の防災行政において

大きな被害を受けた地区）と現在の被災地、

また現代において大きな被災の経験がない地

域では、防災教育の入り口や手法、目標は異

なる。津波や火山の防災教育は自然の恵みや

災害との共生を重要視する一方、過去の地震

の被災地（例えば兵庫・新潟など）は、人と

人とのつながりや思いをはぐくむ防災教育を

大切にしている。その一方で、災害が異なっ

ても伝えることは共通している部分も多く、

地域の災害が異なっても同じ手法は有効であ

る。しかし、様々な地域や学校の実践は地域

やエリア限定的なものが多く、まだまだ全国

的に情報共有されているプログラムや教材の

少なさを痛感した。 

 このように、学校の教科教育の実態調査、

防災教育の実態調査を経て、防災教育のカリ

キュラムとそれに基づいた教材が完成した。

小学校1年生から6年生までの各教科の中で防

災かつ、教科学習もできる教材は、既存の枠

組みのなかで防災教育が可能となり、防災教

育の促進が期待できる。 

作成した教材の中には、2011年3月11日に発

生した東日本大震災内容を組み込んでいる

（「伝統文化と災害」をテーマ、教科社会）。

伝統や文化といったテーマは防災とは縁遠く

感じるかもしれないが、災害は私たちの生活

を襲うものである。当然文化も被災する。私

たちの生活に伝統がどのように根付き、文化

がどのような影響を及ぼしているのか、東日

本大震災の被災地では、失うことで改めて重



要性を再確認した。そのような内容のDVD教材

を作成し、指導書とセットにし、教科教育の

教材として完成した。このようにすでに開発

された防災教育教材を教科学習の中でどのよ

うに指導するかをまとめただけでなく、必要

な内容は、教科の中に新しい教材として開発

し、組み込むことによりカリキュラム、プロ

グラムを作成した。 

今後は、教材やカリキュラムを実効性のあ

るものにするため、学校などに発信していく

予定である。 
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